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独
特
の
甘
い
味
と
香

り
が
魅
力
の「
ル 

レ
ク
チ

エ
」。
こ
と
し
11
月
に
、

市
の
園
芸
銘
産
品
に
も
指

定
し
、
ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
る
今
が
ま
さ

に
食
べ
ご
ろ
で
す
。

　
「
ル　

レ
ク
チ
エ
」の
日

本
発
祥
の
地
は
白
根
地
区

の
東
萱
場
で
す
。
明
治
時
代
、

故
・
小
池
左
右
吉
氏
が
フ
ラ

ン
ス
か
ら
苗
木
を
取
り
寄
せ

て
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。

　

風
に
弱
く
、
実
を
結
び

に
く
い
と
い
っ
た
欠
点
が

あ
り
、
当
初
は
自
家
用
栽
培

が
中
心
で
、
非
常
に
美
味
な

宝物ズームアップ33
白根地区

ル  レクチエ

　
「
ピ
ー
ピ
ー
ヒ
ャ
ラ

ヒ
ャ
ラ
…
」楽
人
を
載
せ

た
屋
台
が
１
台
、
ま
た
１

台
。
江
戸
時
代
か
ら
あ
っ

た
と
言
わ
れ
る
、
人
の
背

丈
の
２
倍
ほ
ど
も
あ
る

傘か
さ
　
ぼ
こ鉾

と
台
座
の
人
形
。
古

式
ゆ
か
し
い
行
列
が
通

る
。
威
勢
の
い
い
掛
け
声

と
お
囃は

や
し子
で
、
夜
、
祭
り

は
最
高
潮
に
。
皆
が
と
に

か
く
祭
り
好
き
な
の
だ
。

　

昔
か
ら
伝
わ
る
秋
祭
り
が

終
わ
り
、
稲
の
刈
り
入
れ
が

済
ん
だ
こ
ろ
、「
越
後
に
し

か
わ
時
代
激げ

き

ま
つ
り
」が
あ

る
。
江
戸
時
代
の
装
い
で
越

後
善
光
寺
か
ら
ふ
れ
あ
い
公

園
ま
で
練
り
歩
く
代
官
献
上

米
行
列
。
公
園
で
は
昔
風
の

店
が
並
び
、
江
戸
情
緒
が
楽

し
め
る
。

　

街
を
取
り
囲
む
よ
う
に
広

が
る
豊
か
な
田
園
地
帯
と
お

い
し
い
西
川
米
。
こ
の
米
が

で
き
る
ま
で
に
は
先
人
の
苦

労
、
と
り
わ
け
水
と
の
壮
烈

な
戦
い
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

春
霞が

す
み

が
立
つ
こ
ろ
に
始
ま

る
農
作
業
を
思
い
、
ふ
れ
あ

い
公
園
と
西
川
河
岸
の
雪
と

も
見
間
違
う
満
開
の
桜
の
、

え
も
い
わ
れ
ぬ
美
し
さ
を
重

ね
て
、
今
は
氷
雨
降
る
毎
日

　

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ（
市
民
芸

術
文
化
会
館
）は
、音
楽
・
舞

台
芸
術
の
拠
点
と
し
て
、
平

成
10
年
に
開
館
し
ま
し
た
。

　

館
内
に
は
、
正
面
に
国

内
最
大
級
の
パ
イ
プ
オ
ル

祭りと米と人と 大橋豊子さん
（曽根）

大
好
き
マ
イ
タ
ウ
ン
⑨

西
川
地
区

施設探訪㉛
新潟地区

りゅーとぴあ

　ロシア文化に親しんでもらおうと開催する「ロシア語スピーチコンテス
ト」の出場者を募集します。初級者を対象にした入門の部と、一般の部の
２部門があります。詳しい応募方法などは問い合わせてください。
　当日は、ロシア人留学生による歌と踊りのステージも行います。
期日　１月14日（土）　会場　市生涯学習センター（クロスパルにいがた内）
問い合わせ　市国際交流協会（国際課内☎内線2052）へ

　「環境カレンダー 2006」を、あす
12日から市役所などで配布します。
　このカレンダーは、地球温暖化へ
の対策をテーマに作製。深刻な環境
問題に対して、私たちが身近にでき
る取り組み例などを紹介しています。
　また、電気やガスなどの使用量を
毎月記入することで、各家庭から１
年間に排出される二酸化炭素の量を
算出することができます。
　冊子版は数量限定ですが、市ホー
ムページにも掲載しますのでご利用
ください。

こ
と
か
ら
、「
幻
の
ナ
シ
」と

し
て
一
部
の
高
級
料
亭
の
デ

ザ
ー
ト
な
ど
に
用
い
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
味
に
ほ
れ
込
ん
だ
小

池
氏
や
多
く
の
農
業
者
が
栽

培
方
法
を
研
究
。
技
術
改
良

の
結
果
、
今
か
ら
30
数
年
前

に
よ
う
や
く
安
定
し
て
実
を

結
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

東
萱
場
に
は
、
小
池
氏
の

先
見
性
を
た
た
え
た「
ル 

レ

ク
チ
エ
発
祥
の
地
記
念
碑
」が

建
て
ら
れ
、
隣
に
は
明
治
時

代
に
日
本
に
上
陸
し
た
樹
齢

１
０
０
年
の
古
木
が
、
現
在

で
も
実
を
付
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

白
根
支
所
農

政
課（
☎
内
線
３
５
２
）へ

④
新
津
第
一
小
学
校

来
春
入
学
園
児
を〝
お
も
て
な
し
〞

キラキラ新潟っ子
　

新
津
第
一
小
学
校
は
、
同

じ
敷
地
内
に
あ
る
新
津
第
一

幼
稚
園
と
年
間
を
通
じ
て
さ

ま
ざ
ま
な
交
流
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。12
月
１
日
に
は
、

同
幼
稚
園
や
保
育
園
な
ど
の

来
春
入
学
す
る
園
児
１
０
０

人
を
学
校
に
招
き
、
ゲ
ー
ム

な
ど
を
楽
し
ん
で
も
ら
う

「
な
か
よ
し
ラ
ン
ド
」を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
体
育
館
に
は
、

的
当
て
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
人

形
劇
な
ど
、
手
作
り
の
18
の

店
が
並
び
ま
し
た
。　

　

迎
え
た
の
は
１
年
生
75

人
。
11
月
15
日
に
は
、
一
人

ひ
と
り
が
書
い
た
招
待
状
を

出
身
の
園
に
届
け
る
活
動
も

行
い
ま
し
た
。

　

学
校
で
は
一
番
年
下
の
１

年
生
た
ち
も
、
こ
こ
で
は
み

ん
な
お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
姉

ち
ゃ
ん
。
呼
び
込
み
を
し
た

り
、
遊
び
方
を
熱
心
に
教
え

た
り
、
少
し
大
人
に
な
っ
た

気
分
で
一
生
懸
命
頑
張
り
ま

し
た
。

　

土
屋
七
菜
さ
ん
と
阿
部
光

さ
ん
は
、「
準
備
は
大
変
だ
っ

た
け
ど
、
楽
し
ん
で
も
ら
え

て
良
か
っ
た
で
す
」と
満
足

顔
。
新
津
第
二
保
育
園
に
通

う
遠
藤
瑠
也
ち
ゃ
ん
は
、「
お

化
け
屋
敷
が
楽
し
か
っ
た
。

み
ん
な
優
し
く
し
て
く
れ
ま

し
た
」と
感
想
を
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
１
年
生
全
員
で
、

「
元
気
な
１
年
生
に
な
っ
て 

く
だ
さ
い
」と
大
き
な
声
で

園
児
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

小
須
戸
地
区
・
寒
梅
ま
つ
り 

開
催
中

日
時　

12
月
25
日（
日
）ま
で
午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
25
日

は
午
後
４
時
ま
で
）　

会
場　

花
と
み
ど
り
の
シ
ン
ボ
ル
ゾ
ー
ン「
う
ら
ら
こ
す
ど
」

で
も
、
春
を
待
つ
人
た
ち
の

心
は
温
か
い
。

ガ
ン
を
配
し
た「
コ
ン
サ
ー

ト
ホ
ー
ル
」、
さ
ま
ざ
ま
な

舞
台
芸
術
に
対
応
し
た「
劇

場
」、能
・
狂
言
の
上
演
に
ふ

さ
わ
し
い
伝
統
的
な
形
式
を

持
つ「
能
楽
堂
」の
３
つ
の
専

門
ホ
ー
ル
を
配
置
。
ス
タ
ジ

オ
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
、
文

化
の
発
信
基
地
に
ふ
さ
わ
し

い
機
能
も
備
え
て
い
ま
す
。

　

こ
と
し
11
月
に
は
、
新
潟

発
を
掲
げ
た
総
合
的
な
事
業

展
開
が
評
価
さ
れ
、
公
立
文

化
施
設
に
贈
ら
れ
る
Ｊ
Ａ
Ｆ

Ｒ
Ａ
ア
ワ
ー
ド（
総
務
大
臣

賞
）を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

現
代
建
築
と
し
て
も
優

れ
、
白
山
公
園
か
ら
信
濃
川

や
す
ら
ぎ
堤
ま
で
の
緑
豊
か

な
空
間
に
あ
る
同
館
は
、
フ

ラ
リ
と
見
学
に
訪
れ
た
り
、

周
辺
の
空
中
庭
園
を
散
歩
し

た
り
、
休
憩
場
所
と
し
て
も

活
用
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

同
館
施
設
課

（
☎
２
２
４
・
５
６
１
１
）へ

※
主
な
公
演
情
報
は
６
面
の

「
情
報
ひ
ろ
ば
」に
掲
載
。
第

２
・
４
月
曜
休
館

配布場所　市役所本館・分館案内、
支所、地区事務所、連絡所、地区公
民館、ほか
問い合わせ　環境対策課（☎内線27 
31）へ

ロシア語スピーチコンテスト
出場者を募集

“環境カレンダー”配布
身近にできる取り組み紹介

昔の遊びを体験しよう
手作り紙芝居を披露

　12月４日、みなとぴあで開催中のむ
かしのくらし展「あそび～こどもと時
代」の関連イベントとして、子どもた
ちが紙芝居作りに挑戦しました。自分
でストーリーと絵を考え、４枚のオリ
ジナル紙芝居を作成。最後に、一人ひ
とりがみんなの前で披露しました。長
谷川明美さん（新潟大学附属新潟小１
年生）は、「みんなに見てもらえて楽し
かった」と感想を話してくれました。
同展は１月29日まで開催しています。

“かもん!カモねぎまつり”
カモ汁で体ほかほか

　12月４日、潟東地区の「かもん!カ
モねぎまつり」が開催されました。毎
年大好評なのが、体のしんから温ま
るカモ汁。午前９時半の当日券販売
開始には長蛇の列ができ、用意した
1,000食が11時半に完売するという盛
況ぶりでした。初めて訪れたという
渡辺末松さん（五十嵐１）は、「安くて
ボリュームがあり、とてもおいしい
ですね」と家族で楽しく味わいながら
話してくれました。

的当てゲーム。投げるボールから景品まですべて手作り


